
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ダ
イ
エ
ッ
ト

形
状
記
憶
で

元
ど
お
り
）
（
石
の
上

三
年
経
て
ば

次
の
石) 

（
流
行
語

使
う
と
き
に
は

流
行
後
）
（
講
演
会

よ
く
寝
た
人
ほ
ど

拍
手
す
る
）

ん
と
か
２
議
席
確
保
し
た

が
、
７
月
の
第

23

回
参

議
院
選
挙
で
は
、
風
間
直

樹
参
議
院
議
員
を
推
薦
し

た
」
こ
と
や
「

97

年
か

ら
下
が
り
続
け
て
い
る
賃

金
の
復
元
を
重
視
し
、
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
を
め
ざ
し
、
『
傷
ん

だ
雇
用
・
労
働
条
件
』
の

連
合
中
越｢

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ

ト(

青
年
・
女
性)

委
員

会｣

主
催
で
、
２
月

20
日

午
後
６
時
30
分
か
ら｢

ま

ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス｣

に

て
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
学
習
会

ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

57
名
が
受
講
し
た
。

内
容
は
「
労
働
組
合
入

門
編
」
と
し
て
、
連
合
新

潟
の
副
事
務
局
長
・
小
島

晋
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

「
労
働
相
談
か
ら
働
き
方

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

し
、
労
働
相
談
事
例
や
組

合
用
語
な
ど
の
説
明
を
受
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カ
堂
で
は
満
額
回
答
が
示

さ
れ
た
よ
う
だ
。
春
闘
は

こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
生
産

性
３
原
則
を
思
い
お
こ
し

闘
う
心
合
わ
せ
を
し
よ

う
」
と
強
調
し
た
。

基
調
講
演
は
、
米
山
連

合
新
潟
副
会
長
か
ら｢

昨

年
の
衆
議
院
選
で
政
権
交

代
と
な
り
、
民
主
党
は
な

連
合
中
越
は
、

13
春

季
生
活
闘
争
勝
利
長
岡
地

区
総
決
起
集
会
を
３
月
４

日(

月)

18

時
か
ら
ア

オ
ー
レ
長
岡
で
開
い
た
。

総
決
起
集
会
に
は
、
各

産
別
単
組
か
ら
１
８
０
名

が
参
加
し
た
。
開
催
に
あ

た
り
矢
島
議
長
は｢

小
売

流
通
関
係
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
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様
の
学
習
会
を
ま
た
行
っ

て
欲
し
い
と
の
声
が
聞
か

れ
た
。

連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

委
員
会
は
、
２
月

20
日

ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
第
３

回
委
員
会
を
開
い
た
。

委
員
会
で
は
、
次
回
に

反
映
す
る
た
め
当
日
の
セ

ミ
ナ
ー
の
感
想
を
ま
と
め

た
ほ
か
、
３
月
に
開
か
れ

る
国
際
女
性
デ
ー
に
い
が

た
集
会
参
加
者
や
第

84

回
メ
ー
デ
ー
に
お
け
る
役

割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

や
す
い
「
精
神
疾
患
」
が

増
え
て
い
る
。
精
神
障
害

等
の
労
災
請
求
件
数
は
２

０
０
５
年
か
ら
２
０
０
９

年
の
間
で
２
倍
に
も
な
っ

た
。連

合
新
潟
に
寄
せ
ら
れ

る
相
談
の
中
で
、
多
い
う

ち
の
一
つ
と
し
て
「
パ
ー

ト
に
は
有
給
休
暇
は
な
い

の
か
？
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
条
件
を
満
た
せ

ば
、
パ
ー
ト
で
も
有
給
休

暇
が
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。

受
講
者
か
ら
は
、
労
働

組
合
の
必
要
性
が
わ
か
っ

て
良
か
っ
た
、
組
合
の
活

動
に
取
り
組
む
意
欲
が
増

し
た
学
習
会
だ
っ
た
、
同

か
っ
た
と
い
う
。
収
入
が

「
学
歴
の
格
差
」
に
も
繋

が
る
。
近
年
、
認
め
ら
れ

に
く
い
労
災
と
し
て
、
長

時
間
労
働
が
多
い
と
な
り

新
潟)

内
山
さ
ん
、
原
信

労
組(

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン)

の

石
橋
さ
ん
、
高
教
組(

日

教
組)

の
内
田
さ
ん
、
北

越
興
業
労
組(

基
幹
労
連)

の
野
村
さ
ん
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ

ム
ダ
労
組(

電
機
連
合)

の

與
口
さ
ん
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

(

情
報
労
連)

の
皆
川
さ
ん

と
Ｊ
Ｐ
労
組
の
火
山
さ
ん

か
ら
、
各
産
別
の
課
題
と

今
春
闘
の
要
求
内
容
及
び

闘
う
決
意
が
表
明
さ
れ
、

全
体
で
共
有
し
た
。

ま
た
、
連
合
新
潟
が
推

薦
す
る
第

23
回
参
議
院

選
挙
・
新
潟
選
挙
区
予
定

候
補
の
風
間
直
樹
参
議
院

議
員
か
ら
連
帯
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
確
認

さ
れ
た
。

最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
確
認
し
闘
う
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
終
了
し
た
。

時
間)

働
い
た

と
す
る
と
年
収

は
２
０
０
万
円

に

し

か

な

ら

ず
、
「
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
」
と

呼

ば

れ

る

た

め
、
決
し
て
時

給
１
０
０
０
円

は
高
く
な
い
こ

と
が
説
明
さ
れ

た
。ま

た
、
東
大
生
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
親
の

年
収
は
？
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、
「
３
０
０
０
万

円
以
上
」
と
の
答
え
が
多

復
元
を
は
か
っ
て
い
く
た

め
、
す
べ
て
の
組
合
は
賃

上
げ
・
労
働
条
件
の
改
善

の
た
め
１
％
を
目
安
に
配

分
を
求
め
闘
う｣

こ
と
が

述
べ
ら
れ
た
。

各
産
別
単
組
か
ら
の
決

意
表
明
で
は
、
長
岡
市
職

労
の
五
井
さ
ん(

自
治

労)

、
島
津
労
組(

Ｊ
Ａ
Ｍ

け
た
。
毎
年
、
若
者
の
組

合
員
を
対
象
と
し
て
開
催

し
て
お
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
２
回
目
の
参
加
を
し

た
方
は
３
名
の
み
で
、
そ

れ
以
外
の
組
合
員
は
今
回

が
初
め
て
の
参
加
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

講
師
の
小
島
副
事
務
局

長
か
ら
は｢

時
給
１
０
０

０

円

は

高

い

と

思

う

か
？｣

と
い
う
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
参
加
者
が｢

高
い
と
思

う｣

と
手
を
挙
げ
た
が
、

計
算
す
る
と
１
年
間
に
２

０
０
０
時
間
（
１
日
約
８

13
春
季
生
活
闘
争
勝
利

米
山
副
会
長
基
調
講
演
の
ほ
か
８
産
別
単
組
が
決
意
表
明
す
る
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連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
学
習
会

ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「労
働
相
談
か
ら
働
き
方
を
考
え
る
」・
小
島
副
事
務
局
長
が
講
演

連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

第
３
回
委
員
会
を
開
く

 

今
年
の
２
月
、
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

は
、
２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
で

実
施
す
る
25
の
競
技
か
ら
レ
ス

リ
ン
グ
を
除
外
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
日

本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
み
な
ら

ず
、
国
民
全
体
に
大
き
な
衝
撃

を
も
た
ら
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
は
「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
気
が

狂
っ
た
の
か
？
」
な
ど
と
い
っ

た
非
難
の
声
が
挙
が
っ
た
▼
中

国
で
も
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
紹

介
。
「
テ
コ
ン
ド
ー
が
除
外
さ

れ
る
」
と
考
え
て
い
た
た
め
、

予
想
外
の
結
果
に
凍
り
つ
い
て

い
る
と
表
現
し
た
。
ま
た
、
日

本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板

で
は
「
サ
ム
ス
ン
っ
て
金
持
ち

～
！
」
「
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
ど
れ
だ
け

キ
ム
チ
を
受
け
取
っ
た
の
だ
ろ

う
？
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
飛

ん
で
お
り
、
韓
国
に
よ
る
猛
烈

な
プ
ッ
シ
ュ
で
レ
ス
リ
ン
グ
が

追
い
や
ら
れ
た
と
の
推
測
を
伝

え
た
▼
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
２

０
０
２
年
に
行
わ
れ
た
日
韓
共

催
Ｗ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
で
、
韓

国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
強
豪
国
ポ
ル

ト
ガ
ル
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ

ン
の
試
合
で
審
判
を
買
収
。
韓

国
選
手
の
ラ
フ
プ
レ
ー
に
は
一

切
カ
ー
ド
が
出
ず
、
ゴ
ー
ル
す

ら
も
く
つ
が
え
る
八
百
長
試
合

で
ベ
ス
ト
４
に
な
っ
て
い
る
前

例
が
あ
り
、
そ
の
目
を
覆
い
た

く
な
る
よ
う
な
醜
態
を
全
世
界

に
知
ら
し
め
た
▼
そ
の
Ｗ
カ
ッ

プ
も
、
は
じ
め
は
日
本
が
単
独

開
催
を
立
候
補
し
た
後
か
ら
、

韓
国
が
立
候
補
。
横
取
り
し
た

格
好
で
共
催
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
ゴ
リ
押
し
が
と
に
か

く
う
ま
く
、
交
渉
が
強
い
国
な

の
で
あ
る
。
今
回
は
ま
だ
１
枠

残
っ
て
い
て
関
係
国
が
協
力
し

て
訴
え
る
み
た
い
だ
が
、
袖
の

下
が
ま
か
り
通
る
よ
う
な
こ
と

だ
け
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

≪№106≫

 東蔵王２ 副議長

羽賀 実
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
人
生
が 

変
わ
ら
ず
変
わ
る 

人
生
観
）
（
ミ
ス
は
な
し 

そ
れ
は
当
然 

何
も
せ
ず
）
（
シ
ャ
ン
プ
ー
が 

長
持
ち
を
す
る 

年
に
な
り)
（
ゴ
ミ
出
す
な 

紙
を
減
ら
せ
と 

出
る
文
書)
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連合小千谷支部だより

【申込書】

・組合名            ・申込担当者名

・連絡先住所 〒         

・連絡先電話          ・連絡先fax

・チケット希望枚数      枚（30枚まで可）

・渡し方(何れかに○囲み)    郵送希望 ・ 事務局に取りに来る

申込み〆切 ４月８日 (ただしチケット無くなり次第終了)

アルビレックス新潟試合観戦 無料招待 ≪お申込み方法≫

下記欄に全項記載して連合中越≪fax 0258－24－8930≫へ申込む

≪チケット受渡方法≫

★郵送希望者 ＦＡＸ後、１週間以内に連合中越宛てへ80円分の切手を  

       貼った返信用封筒を同封し送付ください。

        到着次第、チケットを入れ返信します。

※尚、希望枚数18枚以上の方は返信用封筒には90円分の切手を貼ってください

★受取希望者 平日9：00～17：30までの間に地協事務局へ

       お越しください。

※尚、来られる際は事前にお電話にてご連絡ください（℡ 0258－24－0515）

≪その他≫

・チケットは先着順。チケットが無くなった場合のみご連絡いたします

・申込みは組合単位・個人単位でも構いません

連合中越地協事務局

（平日のみ受付）

Fax 0258－24－8930
申込み方法に沿って、ご注文ください。

郵送希望者は申込み後、連合中越宛てに

返信用封筒(返信先記入の上)を送付くだ

さい。

※チケットが無くなった際には

３月１１日（月）午後６

時３０分よりサンラック

おぢや３階ホールにて

「２０１３年春闘決起集

会」が開催されました。

当日は来賓も含め総勢１

８０名以上の参加があり

ました。

最初に小林支部長より主

催者代表の挨拶し、その後風間直樹参議院議員ならびに

連合新潟の阿部会長代行より来賓挨拶をいただきまし

た。

その後、各労組代表者から春闘に向けての決意表明を

行ないスローガン提案、２０１３春季生活闘争集会ア

ピールと続き、最後に小林支部長の号令の下、全員で

「団結ガンバロー」を行い今年度の厳しい春闘に向け最

後まで共に頑張りぬく事を誓い合いました。 


